
今シーズン（２０１５～２０
１６）のワクチンは、４価に
なったことで、４種類のウィ
ルスに対して、免疫を獲得で
きるようになりました。
より効果的ですよ。
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従来型のワクチンは、Ａ型２種類と、Ｂ型
１種類の、合計３種類のワクチンが含まれて
いる３価ワクチンというものが、使われてき
ました。
今シーズンから、Ａ型２種類とＢ型２種類、

合計４種類のウイルス型に対応した４価イン
フルエンザワクチンの導入となりました。

つまり、今までは、インフルエンザウイル
スの流行の型を予測して、２種類あるＢ型ウ
イルスのうち、１種類を選んでワクチンを
作っていました。しかし、今シーズンは、近
年の流行状況や、ＷＨＯの推奨や、海外の動
向などを踏まえ,Ｂ型ウイルスを２種類入れる
ことにして、４種類のウイルスに対して免疫
を獲得できるようにしました。
これが、４価ワクチンです。

詳しくは、厚生労働省 「４価ワクチンに
ついて」 ４価ワクチンの導入理由 をご覧
下さい。



インフルエンザ予防接種は、
いつ頃受けるのが良いですか？

日本では、例年12月～3月頃
流行ります。
ワクチン接種の効果があらわ

れるまでに、2週間程かかるこ
とから、12月中旬までにワクチ
ン接種を終えることが、望まし
いでしょう。

「接種補助券」や、
豊橋市の「インフルエ
ンザ予防接種通知書」
も使えるんですって
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